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ムクノキ（椋）

いきものたんぼ上の段、下の段のちょうど真ん中にあるとても大きなムクノキ。

関東以西に分布するニレ科の落葉高木で、エノキ（榎）と間違えられやすい。

石の寝屋で見つけたキノコや苔（秋冬）

葉の表面はケイ酸質の物質（石英やガラスの主成分）で

おおわれていて、手で触るととてもザラザラしています。

「椋の木の下にて榎の実を拾う」

ムクノキの下であるはずのないエノキの実を

拾うことで、自分の主張を押し通すことの例え。

それくらいムクノキとエノキは似ているのですね。

古くは平安時代「栄華物語」の一文に、

「仏の御座造り輝かす。木賊（トクサ）、

椋葉（ムクノハ）・・・」とうような一文があるようで、

葉が研磨に利用されていました。

トクサで粗く削り、ムクノハで仕上げ。

天然サンドペーパー 800 番（仕上げ用）みたいな

感じでしょうか。

　
　

　 
 


